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六
月
三
日
、
練
馬
駐
屯
地
抗
議
デ
モ
の
前
段
集
会
準
備
中
に
「
六
月
一
二
日
、
陸

上
自
衛
隊
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
の
訓
練
が
市
街
地
で
行
わ
れ
る
。
板
橋
の
荒
川
河
川
敷

か
ら
練
馬
北
町
の
第
一
師
団
ま
で
小
銃
等
で
武
装
し
、
徒
歩
訓
練
を
行
う
よ
う
だ
」

と
の
報
を
参
加
者
よ
り
受
け
る
。
二
三
区
で
は
四
二
年
ぶ
り
と
の
こ
と
だ
。
殺
人
精

鋭
部
隊
養
成
の
市
街
地
行
進
訓
練
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

こ
の
動
き
は
四
月
一
八
日
に
練
馬
駐
屯
地
よ
り
板
橋
区
危
機
管
理
室
防
災
危
機
課

を
通
じ
て
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
実
施
に
つ
い
て
（
四
月
八
日
付
）」
が
板
橋
区
議
会
議

員
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

自
衛
隊
に
よ
る
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
実
施
計
画
（
概
要
）」
は
「
１　

目
的
／
レ
ン

ジ
ャ
ー
訓
練
に
お
け
る
行
進
訓
練
を
実
施
し
、
隊
員
の
訓
練
練
度
向
上
を
図
る
。
２

　

時
期
／
平
成
二
四
年
六
月
一
二
日
（
火
）
08
：
30
〜
12
：
00
。
３　

場
所
／
荒
川

戸
田
緑
地
〜
練
馬
駐
屯
地
。
４　

実
施
要
項
（
１
）
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
荒
川
戸

田
緑
地
の
降
着
、
行
進
訓
練
を
実
施
す
る
。（
２
）
二
列
の
隊
列
を
編
成
し
、
練
馬
駐

屯
地
ま
で
徒
歩
行
進
訓
練
を
実
施
す
る
。（
３
）
別
紙
「
訓
練
実
施
の
概
要
」（
４
）

服
装
及
び
携
行
品
／
①
服
装
：
迷
彩
作
業
服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
半
長
靴
②
携
行
品
：

ザ
ッ
ク
、
携
帯
無
線
機
、
小
銃
及
び
銃
剣
（
弾
薬
等
の
携
行
、
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
）」

と
な
っ
て
い
る
。

　

練
馬
平
和
委
員
会
に
よ
る
と
交
渉
で
練
馬
駐
屯
地
や
防
衛
省
か
ら
得
た
「
実
施
に

つ
い
て
」
以
外
の
主
な
情
報
は
「
①
目
的
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
市
街
地
に
な
れ
る
こ

と
②
東
富
士
か
ら
ヘ
リ
で
荒
川
河
川
敷
に
移
動
す
る
③
警
察
を
つ
け
、
パ
ト
カ
ー
を

依
頼
し
て
い
る
④
同
行
の
安
全
係
り
に
は
住
民
に
「
訓
練
」
と
わ
か
る
表
示
を
す
る

⑤
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
行
進
す
る
⑥
昭
和
四
二
年
か
ら
昭
和
四
五
年

に
違
う
ル
ー
ト
で
レ
ン
ジ
ャ
ー
徒
歩
行
進
訓
練
を
行
っ
た
」
な
ど
。

　

自
衛
隊
側
は
ア
リ
バ
イ
的
に
住
民
説
明
会
を
６
月
６
日
（
第
１
回
）
板
橋
区
西

台
、
７
日
（
第
２
回
）
練
馬
区
北
町
、
８
日
（
第
３
回
）
板
橋
区
西
台
で
行
っ
た
。

同
時
並
行
し
て
地
元
住
民
に
よ
り
東
京
地
裁
に
訓
練
中
止
の
仮
処
分
申
請
が
な
さ
れ

て
い
た
が
六
月
一
一
日
に
却
下
。

　

六
月
一
二
日
訓
練
当
日
、
私
た
ち
は
八
時
半
よ
り
西
台
駅
前
に
お
い
て
抗
議
の
ビ

ラ
ま
き
と
マ
イ
ク
情
宣
を
開
始
。
平
和
委
員
会
や
全
労
連
系
の
労
働
組
合
も
す
で
に

抗
議
の
ア
ピ
ー
ル
を
始
め
て
い
る
。
予
定
だ
と
部
隊
は
九
時
に
荒
川
河
川
敷
出
発
と

な
っ
て
い
る
。「
ど
う
も
天
候
が
悪
く
ヘ
リ
で
は
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
で
早
朝
出
発
し
て

い
る
よ
う
だ
」「
御
殿
場
か
ら
ヘ
リ
で
こ
こ
ま
で
一
五
分
で
来
る
そ
う
だ
」
な
ど
色
々

な
情
報
が
入
っ
て
く
る
。「
部
隊
が
出
発
し
た
」。
レ
ポ
か
ら
連
絡
が
入
る
。
早
朝
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
内
で
待
機
し
て
い
た
よ
う
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
部
隊
が
や
っ
て
き
た
。

レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
生
は
一
七
名
だ
が
、
四
〜
五
人
の
班
に
分
か
れ
前
後
に
安
全
、
誘

導
係
の
隊
員
が
付
い
て
い
る
。
迷
彩
服
に
顔
面
迷
彩
色
、
ザ
ッ
ク
に
小
銃
を
担
ぎ
黒

い
顔
の
中
に
眼
だ
け
が
光
る
。
訓
練
は
三
ヶ
月
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
。
心
な
し

か
足
元
が
ふ
ら
つ
い
て
い
る
。誘
導
係
に
ザ
ッ
ク
を
支
え
ら
れ
て
い
る
者
も
い
る
。「
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
市
街
地
訓
練
反
対
！
」「
殺
人
精
鋭
部
隊
を
作
る
な
！
」「
戦
争
へ
の
道

を
許
さ
な
い
ぞ
！
」。
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
る
。
部
隊
は
断
続
的
に
や
っ
て
く

る
。
少
し
離
れ
た
場
所
で
は
「
日
の
丸
」
を
振
っ
て
激
励
す
る
人
々
も
見
受
け
ら
れ

る
。
部
隊
の
通
過
が
終
わ
る
と
、
私
た
ち
は
練
馬
駐
屯
地
の
正
門
に
移
動
し
、
再
度

レ
ン
ジ
ャ
ー
を
待
ち
構
え
る
。
抗
議
の
人
々
、激
励
の
「
日
の
丸
」
市
民
、マ
ス
コ
ミ
、

公
安
な
ど
川
越
街
道
を
挟
ん
で
駐
屯
地
前
に
二
〇
〇
人
ほ
ど
の
人
が
入
り
乱
れ
集
ま

る
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
到
着
で
再
度
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
叩
き
付
け
る
。
訓
練
生
は
あ

き
ら
か
に
足
取
り
が
重
い
。
周
り
を
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
警
備
の
隊
員
が
固
め
、
駐

屯
地
内
ま
で
誘
導
し
て
い
る
。
最
後
尾
が
敷
地
内
に
入
る
ま
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
あ
げ
自
衛
隊
に
抗
議
の
意
思
を
突
き
付
け
て
い
っ
た
。

　

戦
争
国
家
化
、
治
安
弾
圧
強
化
を
許
さ
ず
、
今
後
と
も
地
域
か
ら
反
戦
反
基
地
の

声
を
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
あ
げ
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

６
・
12
レ
ン
ジ
ャ
ー
市
街
地
訓
練
抗
議
行
動	

有
事
立
法
・
治
安
弾
圧
を
許
す
な
！
北
部
集
会
実
行
委
員
会

行
動
報
告




